
・小児の手の届かないところに保管すること。
・直射日光、加温及び凍結は品質に影響を与えるので、避けること。
・ワクチン容器のゴム栓は消毒し、無菌的に取り扱うこと。
・使い残りのワクチンは紙等で吸い取り可燃物として処分し、また、
容器は地方公共団体条例等に従い処分すること。

2.使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・誤って人に注射した場合は、患部の消毒等適切な処置をとること。
誤って注射された者は、必要があれば医師の診察を受けること。そ
の際、動物用油性アジュバント加ワクチンを誤って注射されたこ
とを医師に告げるとともに本使用説明書を医師に示すこと。

・事故防止のため、作業時には防護メガネ、マスク、手袋等を着用す
ること。
・作業後は、石けん等で手をよく洗うこと。
・本剤を人の手指に誤って注射した場合、疼痛、腫脹又は浮腫が認め
られている。
・開封時にアルミキャップの切断面で手指を切るおそれがあるので
注意すること。

（豚に関する注意）
・本剤の投与前には健康状態について検査し、重大な異常（重篤な疾
病）を認めた場合は投与しないこと。
・本剤の投与後、激しい運動は避けること。
・副反応が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けるこ
と。

（取扱いに関する注意）
・開封後は速やかに使用すること。
・注射部位を厳守すること。
・注射器は専用の針なし注射器を使用すること。






